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雪遊びって楽しい
ね！
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各種手続きお忘れなく各種手続きお忘れなく

3月は引っ越しの時期です3月は引っ越しの時期です3月は引っ越しの時期です

　３月と言えば、卒業・入学・就職などにより引っ越しされる方も多いと思います。引っ越しの際に
必要となるのが、住所変更などの各種手続き。手続きや届出など、お忘れのないようお願いします。

　
転
入
や
転
出
な
ど
住
所
変
更
を

さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
︵
住
民
票
︶
は
、

選
挙
人
名
簿
の
登
録
、
国
民
健
康

保
険
、
国
民
年
金
の
資
格
や
給
付
、

印
鑑
登
録
な
ど
日
常
生
活
と
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
方
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
申
請
後
、
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ

る
ま
で
の
間
に
関
川
村
を
転
出
さ

れ
る
と
、
先
の
申
請
は
無
効
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
後
住
所
の

変
更
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

住
所
の
変
更
を
行
っ
た
後
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
行
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
廃
車
や
譲
渡
さ
れ
る
場
合
は
も

ち
ろ
ん
、
村
外
に
転
出
さ
れ
る
場

合
も
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
毎
年
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
３
月
30
日

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
転
入
の
場
合

　
水
道
の
開
栓
に
は
申
請
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

●
転
出
の
場
合

　
水
道
の
閉
栓
や
名
義
変
更
に
は

申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

手
続
き
に
は
、
印
鑑
が
必
要
で

　
す
。

住
所
変
更
の
手
続
き

　

住
民
福
祉
課
住
民
戸
籍
班

　
　
　

☎
６
４
｜
１
４
７
１

軽
自
動
車
等
の
手
続
き

※

手
続
き
は
車
種
ご
と
に

　
　
　
　
　

異
な
り
ま
す

上
・
下
水
道
の
手
続
き

　

建
設
環
境
課
水
道
環
境
班

　
　
　

☎
６
４
｜
１
４
７
９

住所変更などに伴う手続き

軽自動車等の届け出先

内　容

村外から引

っ越してき

たとき

村内で住所

が変わった

とき

村外へ引っ

越すとき

車　種

原動機付自転車

（125cc以下）

小型特殊自動車

軽二輪車

二輪の

小型自動車

軽三輪車

軽四輪車

届け出先等

税務会計課税務班
☎64−1451

※廃車手続きの際、標識と
　印鑑をお持ちください。
　標識を紛失された場合、
　てん末書と手数料300円
　が必要です。

全国軽自動車協会連合会

☎025−275−5704

北陸信越運輸局
新潟運輸支局
☎050−5540−2040

軽自動車検査協会
新潟県主管事務所
☎025−275−5845

届け出期間

住み始めてから

14日以内

※事前の届出は

できません。

あらかじめ

転出前に

届け出に必要なもの

届出人の印鑑

通知カード又はマイナン
　バーカード

国民健康保険、後期高齢
　者医療、介護保険に加入
　している人は保険証、母
　子手帳

国民年金手帳

転入届をされる人は、以
　前住んでいた市区町村か
　ら発行された転出証明書
　※転出届の際に転出証明
　　書を交付します

住基カード（お持ちの方）

本人確認できるもの
（運転免許証や健康保険証
　など）

種類

転入届

転居届

転出届

役
場
で
で
き
る
手
続
き

役
場
で
で
き
な
い
手
続
き

3月は引っ越しの時期です
各種手続きお忘れなく
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障
が
い
の
あ
る
人
を
含
む
全
て
の
人
々
に
と
っ
て
住
み
よ
い

社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
の
全
て
の
人
々

が
障
が
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
、
必
要
な
配
慮

を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
４
月
に
は
、
障
が
い
を
理
由
と
し
た
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
の
禁
止
や
合
理
的
配
慮
の
提
供
等
を
定
め
た
い
わ
ゆ

る
﹁
障
害
者
差
別
解
消
法
﹂
が
施
行
さ
れ
、
ま
た
、
２
０
２
０

年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
障
が
い
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
相
互
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
う
﹁
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
﹂
を

推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

人
権
の
ひ
ろ
ば

総務課総務班

☎64−1476

　
職
場
・
学
校
で
の
い
じ
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
中
傷
な
ど
、
﹁
こ

れ
は
人
権
上
問
題
で
は
？
﹂
と
感
じ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
の

他
に
も
あ
る
主
な
相
談
先
を
紹
介
し
ま

す
。

○
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

　
新
潟
地
方
法
務
局
村
上
支
局
　

　
　
☎
０
２
５
４‐

５
３‐

２
３
９
１

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
﹁
い
じ
め
﹂
、
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の

人
権
問
題
に
関
す
る
専
用
相
談
電
話
で

す
。﹁
い
じ
め
﹂、
親
か
ら
の
虐
待
な
ど
、

先
生
や
保
護
者
に
も
話
せ
な
い
な
や
み

ご
と
に
も
応
じ
る
﹁
子
ど
も
の
人
権
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
﹂
を
希
望
の
場
合
も

こ
ち
ら
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
１
２
０‐

０
０
７‐

１
１
０

　
︵
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
︶

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
、

女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る
専
用
相
談

電
話
で
す
。

　
☎
０
５
７
０‐

０
７
０‐

８
１
０

　
︵
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
︶

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を
！

障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！▲人権ポスターキャッチコピーコンテス

　ト最優秀作品を素材としたポスター

仕事と生活の調和のために、
　　計画的に年次有給休暇を取ろう。
働き方・休み方を変える第一歩として、「プラスワン休暇」を実施しませんか？

　　　　土日・祝日に年次有給休暇を　

　　　　組み合わせて、連休を実現する

　　　　「プラスワン休暇」。

労使協調のもと、年次有給休暇を

組み合わせて、３日（２日）＋１日以上の

休暇を実施しましょう。

問い合わせ先　新潟労働局雇用環境・均等室　☎ ０２５（２８８）３５１１

＋1
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こ
の
度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

大
島
集
落
担
当
で
配
属
さ
れ
た
前

田
里
枝
︵
ま
え
だ
り
え
︶
で
す
。
今

回
は
、
は
じ
め
て
と
い
う
こ
と
で

私
の
仕
事
と
、
簡
単
な
自
己
紹
介

を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
大
島
集
落
の
直
売
所
﹁
女
女
好

子
︵
め
め
よ
し
︶
﹂
の
運
営
と
集
落

の
高
齢
化
に
よ
る
困
り
ご
と
の
手

伝
い
や
、
地
域
の
茶
の
間
の
活
性

化
が
集
落
か
ら
私
へ
の
依
頼
で
す
。

現
在
﹁
女
女
好
子
﹂
は
野
菜
販
売

が
冬
期
休
業
の
た
め
、
集
落
の
女

性
た
ち
が
作
っ
た
か
ご
や
編
み
物
、

手
芸
作
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
地
域
の
茶
の
間
の
活

性
化
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
大
島
集

落
セ
ン
タ
ー
を
私
の
事
務
所
と
し
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
自
由
に

来
る
こ
と
の
で
き
る
居
場
所
を
現

在
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
飯
を
作
っ
た
り
、
一
緒
に
食

べ
た
り
、
体
操
や
趣
味
活
動
を
し

た
り
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
助
け

た
り
、
助
け
て
も
ら
っ
た
り
、
上

も
下
も
無
く
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な

こ
と
を
分
け
合
え
る
場
所
に
す
る

つ
も
り
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
は
み
ん

な
の
家
で
す
。
今
は
こ
の
み
ん
な

の
家
を
作
る
た
め
に
、
子
供
教
室

や
体
操
教
室
な
ど
で
勉
強
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

私
の
仕
事
は
？

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、
明

確
な
こ
れ
！
っ
て
決
ま
っ
て
る
仕

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
い
て
言
う

な
ら
、
私
の
仕
事
は
地
域
と
共
に

生
き
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
他
人
事
だ
っ
た
関
川
村
や

大
島
集
落
で
す
が
、
受
け
入
れ
て

下
さ
っ
た
こ
と
で
私
の
生
き
る
場

所
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
、

こ
の
恩
に
報
い
る
こ
と
が
私
の
仕

事
で
す
。

　
で
は
こ
こ
か
ら
は
少
し
だ
け
自

分
の
こ
と
を
書
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
中
学
校
を
卒
業
後
、
代

々
木
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
院
と
い

う
所
で
ラ
ジ
オ
や
イ
ベ
ン
ト
の
仕

事
を
し
な
が
ら
歌
手
の
勉
強
を
し

て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
中
卒
で

学
は
あ
り
ま
せ
ん
︵
自
慢
で
き
ま

せ
ん
の
で
あ
ま
り
触
れ
ま
せ
ん
が
︶。

そ
の
後
、
喘
息
に
な
り
ラ
ジ
オ
を

辞
め
た
後
は
縁
あ
っ
て
鳶
職
人
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
法
律
が
変
わ

り
女
性
と
未
成
年
が
現
場
に
入
れ

な
く
な
り
止
む
無
く
辞
め
ま
し
た

が
、
今
で
も
一
番
好
き
な
仕
事
で

す
。

　
あ
ん
ま
り
書
く
と
ペ
ー
ジ
に
収

ま
ら
な
い
の
で
要
約
し
ま
す
が
、

そ
の
他
介
護
職
、
冠
婚
葬
祭
会
社
、

外
国
人
実
習
生
受
け
入
れ
等
を
経

験
さ
せ
て
頂
き
、
現
在
こ
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　
長
く
働
き
た
い
！
ど
う
し
て
自

分
ば
か
り
こ
ん
な
目
に
あ
う
の
だ

ろ
う
？
そ
う
思
っ
た
こ
と
も
正
直

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
い
ろ
い
ろ

な
経
験
や
繋
が
り
が
仕
事
の
役
に

立
っ
て
い
る
の
で
、
人
生
っ
て
分

か
ら
な
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
一
つ
お
知
ら
せ
を
さ
せ

て
下
さ
い
。
３
月
31
日
・
４
月
１

日
に
旧
齋
藤
医
院
で
行
わ
れ
る

﹁
お
な
ご
し
ょ
の
わ
さ
か
ぎ
﹂
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
で
大
島
集
落
の
女

性
達
の
作
品
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

他
に
も
一
つ
ひ
と
つ
手
作
り
し
た

素
敵
な
作
品
が
沢
山
あ
る
の
で
皆

さ
ん
是
非
遊
び
に
来
て
下
さ
い
！！

活動通信
地域おこし協力隊

№10
前 田 里 枝

　
２
月
４
日
、
国
道
１
１
３
号

線
片
貝
地
内
で
軽
自
動
車
と
普

通
乗
用
車
が
衝
突
す
る
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
、
２
人
が
亡

く
な
る
痛
ま
し
い
事
故
と
な
り

ま
し
た
。
事
故
当
時
は
、
雪
の

た
め
見
通
し
が
悪
く
、
道
路
も

滑
り
や
す
い
状
態
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
３
月
に
入
っ
て
も
降
雪
や
路
面

の
凍
結
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
車
を

運
転
す
る
際
は
、
先
々
の
状
況
を

確
認
し
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
平
成
29
年
中
に
県
内
で
発
生
し

た
交
通
事
故
の
状
況
が
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
県
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
は
、
発
生
件
数
、

死
者
数
と
も
減
少
し
た
も

の
の
、
村
上
警
察
署
管
内

で
は
、
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者

も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

起
こ
さ
な
い
よ
う
交
通
安

全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

年

H28

H29

増減

H28

H29

増減

H28

H29

増減

発生件数

4,694

4,304

△390

128

134

6

10

9

△1

死者数

107

85

△22

2

4

2

1

1

0

負傷者数

5,575

5,130

△445

160

159

△1

14

15

1

新潟県内

村上警察

署管内

関川村

平
成
29
年

交
通
事
故
の
状
況

２
月
に
村
内
で
交
通
死
亡
事
故
発
生
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︻
交
付
対
象
要
件
︼

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
中
等

教
育
学
校
生
及
び
高
校
生
の
保

護
者
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①
生
徒
の
通
学
手
段
と
し
て
定

　
期
券
を
購
入
す
る
こ
と
。

②
越
後
下
関
駅
、
新
潟
交
通
観

　
光
バ
ス
㈱
下
関
営
業
所
、
村

　
上
営
業
所
で
定
期
券
を
購
入

　
す
る
こ
と
。

※
電
車
の
定
期
券
は
、
越
後
下

　
関
駅
で
購
入
し
た
も
の
の
み

　
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
越
後

　
下
関
駅
以
外
︵
村
上
駅
、
新

　
発
田
駅
な
ど
︶
で
購
入
し
た

　
定
期
券
は
対
象
に
な
り
ま
せ

　
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
部
活
動
な
ど
で
米
坂
線
を
利

　
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
羽

　
越
本
線
の
み
を
利
用
す
る
場

　
合
で
あ
っ
て
も
、
越
後
下
関

　
駅
で
購
入
し
た
定
期
券
は
対

　
象
と
な
り
ま
す
。

※
駅
か
ら
高
校
前
バ
ス
停
ま
で

　
の
路
線
バ
ス
定
期
券
に
つ
い

　
て
も
、
村
上
営
業
所
あ
る
い

　
は
下
関
営
業
所
で
購
入
す
れ

　
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

︻
補
助
額
は
？
︼

　
定
期
券
購
入
費
用
の
30
％

を
補
助
し
ま
す
。

︵
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
︶

︻
申
請
方
法
︼

　
通
学
用
定
期
券
購
入
時
に

﹁
交
付
申
請
書
﹂
を
渡
し
ま
す
。

　
越
後
下
関
駅
も
し
く
は
新

潟
交
通
観
光
バ
ス
下
関
営
業

所
ま
た
は
村
上
営
業
所
で
購

入
証
明
を
受
け
た
後
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
速
や
か
に

役
場
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

︻
定
期
券
の
購
入
は
こ
ち
ら
で
︼

●
Ｊ
Ｒ
定
期
券

　
越
後
下
関
駅

　
☎ 

６
４
‐
１
０
４
４

●
路
線
バ
ス
定
期
券

　
新
潟
交
通
観
光
バ
ス
㈱

︽
下
関
営
業
所
︾

　
☎
６
４
‐
１
１
０
２

︽
村
上
営
業
所
︾

　
☎
５
３
‐
４
１
６
１

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
総
務
課
企
画
財
政
班

　
☎
６
４
‐
１
４
７
６

事業主区分

民間企業

国、地方公共団体等

都道府県等の教育委員会

現行

2.0％　⇒

2.3％　⇒

2.2％　⇒

平成30年４月１日以降

2.2％

2.5％

2.4％

法定雇用率

通学用定期券購入費の一部を補助します

　「障害者が地域の一員として共に暮らし、共に働く」ことを当たり前にするため、すべての事業主には、法定

雇用率以上の割合で障害者を雇用する義務があります。

　平成30年４月１日から、障害者雇用義務の対象として、これまでの身体障害者、知的障害者に精神障害者が

加わり、あわせて法定雇用率も変わります。

　精神障害者の職場定着を促進するため、法定雇用率制度や障害者雇用納付金制度において、精神障害者であ

る短時間労働者(※)に関する算定方法を、以下のように見直します。

　精神障害者である短時間労働者であって、

　雇入れから３年以内の方　　又は、

　精神障害者保健福祉手帳取得から３年以内の方

　　かつ、

　平成35年３月31日までに、雇い入れられ、

　精神障害者保健福祉手帳を取得した方

※１週間の所定労働時間が20時間以上30時間未満である方です。

事業主のみなさんへ
平成30年４月１日から

障害者雇用義務の対象に精神障害者が加わります

法定雇用率が、平成30年４月1日から以下のように変わります

※　今回の変更に伴い、障害者雇用義務の民間企業の範囲が、従業員50人以上から45.5人以上に変わります。

問い合わせ先　　ハローワーク村上（☎ 53−4141）または新潟労働局職業対策課（☎ 025−288−3508）

あわせて、精神障害者である短時間労働者の算定方法が変わります

雇用率算定方法
対象者
１人につき

※左記の条件を満たしていても対
　象にならない場合もあります。
　詳細は、ハローワークへお尋ね
　下さい。

〔　　　　　〕　0.5 →1
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Vol .３　お口の健康について

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　　住民福祉課福祉保険班　TEL６４−１４７１

一生おいしく、楽しい食生活を送るために、歯は欠かせないパートナーです。

お口の健康は、食生活だけでなく、体調にも影響します。

お口の健康をチェックして、いきいきとした生活を送りましょう！

☆お口の健康をチェック！

　たくさん当てはまる方ほど、お口の働きが低下して

　います。あなたのお口は健康ですか？

　定期的に歯科健診を受けることも大切です。

★やってみよう！　お口の体操★

　① リラックスして、深呼吸。鼻から息を吸い込んで、

　　 口をすぼめてゆっくりはきます。

　② 首を回して、ゆっくり後ろを振り返ります。

　　 左右両方やりましょう。

　　 耳が肩につくように、ゆっくり首を左右に傾けます。

　　 ゆっくり首を回してください。左右両方やりましょう。

　③ 肩をすぼめるように上にあげます。

　　 その後、力を抜いて肩を下げます。

　④ ほおをふくらませたり、すぼめたりします。

　⑤ 口をとがらせて息をはきます。口を横に広げて「イー」といいます。

　⑥ 舌をベーと出します。出した舌を左右にふります。上下にも振ってみましょう。

高齢者を狙ったマイナンバーや医療費還付金詐欺事件が多発しています。
不審な電話があったら、一人で判断せずに周りの人に相談しましょう。

□ ① 固いものが食べにくい

□ ② お茶や汁物等でむせることがある

□ ③ 口がかわきやすい

□ ④ 薬が飲みにくくなった

□ ⑤ 話すときに舌がひっかかる

□ ⑥ 口臭が気になる

□ ⑦ 食事にかかる時間が長くなった

□ ⑧ 薄味がわかりにくくなった

□ ⑨ 食べこぼしがある

□ ⑩ 食後に口の中に食べ物が残りやすい

□ ⑪ 自分の歯または入れ歯で左右の奥歯をしっかりとかみしめられない
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　﹃
お
お
い
し
・
ど
も
ん
こ
祭
り
﹄

︵
大
石
・
山
と
川
に
親
し
む
会
主

催
‥

橋
八
男
会
長
︶
が
２
月
10

日
、
大
石
ダ
ム
湖
畔
県
民
休
養
地

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
入
っ
て
す
ぐ
に
来
場
者
を

出
迎
え
る
巨
大
ど
も
ん
こ
は
、
高

さ
約
６
㍍
、
幅
約
10
㍍
で
、
中
で

生
活
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で

す
。
巨
大
ど
も
ん
こ
の
奥
に
あ
る

広
場
で
は
、
応
援
に
か
け
つ
け
た

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
I

V
U
S
A
の
学
生
約
50
人
が
、
竹

ス
キ
ー
や
ど
も
ん
こ
作
り
、
雪
合

戦
な
ど
を
し
て
、
子
供
た
ち
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
巨
大
ど
も
ん
こ

の
中
で
は
、
昔
懐
か
し
い
煎
餅
型

を
使
っ
た
煎
餅
焼
き
体
験
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
来
場
者
を
喜
ば

せ
て
い
ま
し
た
。

　
家
族
で
遊
び
に
来
た
加
藤
元
喜

く
ん
︵
村
上
小
３
年
︶
は
﹁
ど
も

ん
こ
祭
り
は
、
い
ろ
ん
な
雪
遊
び

が
で
き
て
楽
し
い
。
こ
れ
か
ら
ミ

ニ
ど
も
ん
こ
を
作
る
よ
﹂
と
祭
り

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
、
村
内
有
志
で
結
成

さ
れ
て
い
る
村
地
域
福
祉
計
画
・

村
地
域
福
祉
活
動
計
画
推
進
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
﹁
や
ろ
で
ば
会
﹂

︵
平
田
大
之
会
長
・
大
島
︶
が

﹁
灯
の
祭
典
in
せ
き
か
わ
﹂
を
開

催
し
、
福
祉
と
観
光
を
テ
ー
マ
に

村
民
が
持
つ
優
し
い
心
、
温
か
さ
、

人
情
を
灯
り
に
表
し
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
渡
邉
邸
で
は
、

手
話
ソ
ン
グ
や
お
茶
会
、
ア
ー
ル

ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
が
行
わ
れ
、
村
内

外
か
ら
大
勢
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
で
は
、

渡
邉
邸
の
１
、
２
階
に
芸
術
家
の

純
粋
な
、
創
造
力
豊
か
な
作
品
が

多
数
並
び
、
見
る
人
に
深
い
感
動

を
与
え
て
い
ま
し
た
。

　
同
日
に
は
、
安
角
ふ
れ
あ
い
自

然
の
家
を
会
場
に
、
七
ヶ
谷
雪
ほ

た
る
︵
主
催
タ
ラ
ン
ペ
ク
ラ
ブ
・

加
藤
克
徳
代
表
・
鮖
谷
︶
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
七
ヶ
谷
の
集
落
ご
と
に
雪
像
や

雪
灯
ろ
う
が
作
ら
れ
、
昨
年
話
題

と
な
っ
た
パ
ン
ダ
の
シ
ャ
ン
シ
ャ

ン
の
雪
像
な
ど
が
、
来
訪
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

大
勢
の
来
場
者
が

あ
っ
と
い
う
ま
に
雪
遊
び
の
達
人
に
！

�

第
13
回
お
お
い
し
・
ど
も
ん
こ
祭
り

２
月
４
日
は
優
し
さ
の
灯
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
！

〜 

灯
の
祭
典
in
せ
き
か
わ
・
七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る 

〜
　
夕
方
に
な

り
雪
灯
ろ
う
に
火
が
灯
さ
れ
る

と
、
会
場
の
雰
囲
気
は
一
変
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
﹁
灯
り
の
祭

典
in
せ
き
か
わ
﹂
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン

１
０
０
基
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る

と
、
そ
れ
ま
で
吹
雪
い
て
い
た

天
候
が
、
一
瞬
お
さ
ま
り
、
空

に
浮
か
ぶ
灯
り
に
大
勢
の
人
が

カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
ま
し
た
。

　
家
族
で
訪
れ
た
阿
部
真
人
さ

ん
︵
金
丸
︶
は
、﹁
は
じ
め
て
見

た
け
ど
、
絶
景
で
す
ね
﹂
と
感

動
し
て
い
ま
し
た
。

▶
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
篠
笛
を
披
露

　
す
る
田
村
優
子
さ
ん

▲手話ソングを披露する「ひめさゆり」の
　メンバー
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
橋
郁
さ
ん
︵
下
関
・
新
発
田

農
業
高
校
２
年
︶
が
、
１
月
20
日
、

21
日
に
新
潟
市
鳥
屋
野
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
﹁
第
40
回
全
国

高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
新
潟

大
会
﹂
に
出
場
し
、
女
子
個
人
57

㎏
級
と
団
体
戦
で
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。

　
昨
年
63
㎏
級
で
出
場
し
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
県
予
選
で
は
、
惜
し
く

も
２
位
。
今
大
会
は
も
っ
と
も
出

場
選
手
が
多
い
57
㎏
級
で
出
場
し

ま
し
た
。
今
ま
で
準
優
勝
は
何
度

も
経
験
し
、
あ
と
１
歩
の
と
こ
ろ

で
掴
め
な
か
っ
た
全
国
の
舞
台
。

や
る
べ
き
こ
と
は
全
て
や
っ
て
き

た
と
い
う
強
い
想
い
が
、

橋
さ

ん
に
優
勝
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

﹁
今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い

喜
び
で
し
た
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
次
鋒
を
務
め
た
団

体
戦
で
も
新
発
田
農
業
高
校
柔
道

部
の
２
連
覇
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　


橋
さ
ん
は
﹁
全
国
の
舞
台
で

試
合
を
す
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、

自
分
の
柔
道
を
貫
い
て
、
得
意
技

の
背
負
い
投
げ
で
一
つ
で
も
多
く

勝
ち
進
め
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
﹂

と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
３
月
20
日
か
ら
日
本

武
道
館
︵
東
京
都
︶
で
開
催
さ
れ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
第
一
放
送
で
放
映
予

定
で
す
。
全
国
の
舞
台
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

非常時の対応を確認！
渡邉邸防火訓練実施

　文化財防火デーに合わせ、１月26日、国指定重

要文化財「渡邉邸」で防火訓練が行われました。

　訓練には、渡邉邸自衛消防隊員や村上市消防本

部関川分署、村などの関係者約20人が参加しまし

た。

　訓練では、囲炉裏付近から火災が発生したと想

定。火災報知器を鳴らし、避難指示やお客様の誘

導など、本番さながらの避難訓練を実施しました。

また、邸内の放水銃での放水訓練、村上市消防本

部による消火器の使用講習が行われ、「手前から

ホウキで掃くようにホースを操作する」などと指

導を受けました。

　渡邉家保存会の井浦事務局長は、「訓練をする

ことによって、防火への意識が高まる。もちろん、

火災をおこさないことが第一ではあるが、今後も

訓練を積み重ねて貴重な文化財を守っていきたい」

と話していました。

　NPO法人「ここスタ」（鈴木久子代表・下関）

が、２月18日、村民会館大ホールで、不登校や

引きこもり経験者、当事者家族や支援者のそれ

ぞれの立場から気軽に話し合う「ざだんかい」

を開催しました。

　クラスメイトと人間関係のこじれから不登校

になったという経験者からは、「１歩踏み出すこ

とは大変だけれども、勇気を出すことで周りの

支援を得られた」と過去の経験を伝えました。

　また、家族の立場から経験者への質問では、

「親が執拗に話しかけることは、どう感じるも

のか」との質問に、「外を遮断している状況だっ

たので、親からの日常会話は欲しかった」など、

経験者でなければ語れない言葉に参加者は、聞

き入っていました。

　鈴木代表は、「悩んでいる人が、このざだんか

いでヒントをつかんで、温かい気持ちになって

もらいたい」と話していました。

〜 不登校・ひきこもり座談会を開催 〜

勇気を出して１歩踏み出したら、
　私を支援の輪が包んでくれた

髙
橋
　
郁
さ
ん

　
全
国
選
手
権
大
会
出
場
決
定
！

　
　
　

柔
道
女
子
57
㎏
級
・
団
体
戦
優
勝

▲仲間と優勝の喜びを分かち合う
　橋さん（写真中央）

い
く
み
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さらなる協働活動の可能性を探る！
IVUSA学生が聞取り調査実施

　２月12日、NPO法人国際ボランティア学生協

会（IVUSA）の学生約50人が、５つの集落（上

土沢、幾地、大石、小見、蛇喰）で村の魅力の発

掘や地域活性化に関わる意見交換などを目的とし

た聞き取り調査活動を行いました。

　50歳代から80歳代までの約10人が集まった小

見集落には学生９人が訪れ、地域での困りごとや

集落で取り組む事業の現状や課題などを聞き取り

ました。

　小見集落の小沢幸雄区長は、「集落でもいろん

な意見を聞ける良い機会となった。学生がみんな

を笑顔にして、いろんな話を聞きだしてくれた」

と話してくれました。

　15年目を迎える村とIVUSAとの関係に、新た

な協働活動が生まれるような活発な意見交換が行

われました。

　2004年、村出身のNPO法人国際ボランティア

学生協会（IVUSA）の学生であった松田綾子さ

ん（下関出身）の「地元を盛り上げたい」という

想いから始まった村とIVUSAとの関係が、今年

で15年目を迎えます。これまでに延べ2,822人の

大学生がボランティア活動に来村しました。

　２月８日、そんなIVUSA学生を支援しようと、

村民有志13人が発起人となり「関川村IVUSA後

援会」（平田大六会長・小見）を設立しました。後

援会では、IVUSA学生が村内で活躍する様子を

伝える広報紙の発行などを行っていく予定です。

入会金は100円で、年会費は1,000円。

　平田会長は、「IVUSAの活動が今以上に村民に

理解され、広まっていくような支援をしていきた

い」と話していました。

　入会を希望される方は、事務局へご連絡下さい。

　　後援会事務局　佐藤袈裟之　☎64−0043

　　　　　　　　　平田　　誠　☎64−1926

※写真は、２月11日に行われた同窓会の様子

　
１
月
28
日
、
２
月
18
日
の
２
日

間
、
せ
き
か
わ
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む

を
会
場
に
﹁
せ
き
か
わ
フ
ッ
ト
サ

ル
カ
ー
ニ
バ
ル
︵
Ｓ
Ｆ
Ｃ
︶
２
０

１
８
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
村
内
で
サ
ッ
カ

ー
を
楽
し
む
有
志
で
結
成
さ
れ
た

Ｓ
Ｆ
Ｃ
実
行
委
員
会
︵
中
束
和
佳

委
員
長
・
中
束
︶
が
主
催
し
、
今

年
で
11
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
に
は
、
村
内
外
か

ら
16
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
サ
ッ
カ

ー
経
験
者
、
初
心
者
、
女
性
が
混

じ
っ
て
楽
し
く
競
い
合
う
ミ
ッ
ク

ス
の
部
と
高
校
生
も
参
加
し
た
本

格
的
な
一
般
の
部
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
と
は
違
い
、
狭
い
コ

ー
ト
の
中
で
行
わ
れ
る
た
め
、
切

り
替
え
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
ボ

ー
ル
を
奪
う
と
即
シ
ュ
ー
ト
と
い

う
場
面
も
多
く
観
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
数
も
１
チ
ー
ム
５
人
と

手
軽
に
仲
間
を
集
め
ら
れ
る
こ
と

も
魅
力
で
、
過
去
に
は
、
40
を
超

え
る
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　
女
性
は
１
ゴ
ー
ル
２
得
点
と
い

う
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
た
ミ
ッ
ク
ス

の
部
で
は
、
笑
顔
や
笑
い
声
が
絶

え
ず
、
ゴ
ー
ル
を
決
め
て
飛
び
上

が
っ
て
喜
ぶ
姿
が
大
会
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
中
束
委
員
長
は
、

﹁
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
開
催
し
た
大
会
で
す

が
、
減
少
傾
向
に
あ
る
県
北
地
域

の
サ
ッ
カ
ー
人
口
増
加
に
繋
げ
て

い
き
た
い
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

せ
き
か
わ
フ
ッ
ト
サ
ル
カ
ー
ニ
バ
ル
を
開
催
！

村
の
サ
ッ
カ
ー
人
口
増
加
に
期
待
！

▲スピードガン競技で、80㎞/h越えのシュートも！

関川村 IVUSA後援会設立
みんなで学生を支えよう
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「森林とわたしたちのくらし」に関する
標語・絵画コンクール入賞作品

優 秀 賞

　森林や林業に親しんでもらおうと、村上地域振興局と岩船・村上緑化推進連絡会議が主催する「いわふね

の森啓発促進事業小学生標語・絵画コンクール」が行われました。絵画部門で、関川小学校から優秀賞１作

品と奨励賞３作品が選ばれました。

　岩船・村上緑化推進連絡会議では、関川小学校で森林教室を開催するなど、森林の果たす役割の大切さや

林業の魅力を伝え、小学生の森林に関する意識の高揚を図ってきました。

　今回入賞された作品は、３月４日まで村上プラザ（１Ｆセントラルコート）で展示されます。

　受賞されたみなさんおめでとうございます。

　◆主　催　新潟県村上地域振興局、岩船・村上緑化推進連絡会議

　◆応募数　村上市と関川村の小学校12校から標語112点、絵画部門90点

下　村　鯉　音（関川小４年・小見）
り　　　おん

喜
び
の
声

　
森
林
教
室
で
、
木
が
二
酸
化
炭
素
を
吸
っ
て
、
酸
素
を
供
給
し
て
く
れ
る
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
僕
が
こ
の
絵
で
、
が
ん
ば
っ
た
こ
と
は
、
木
の
た
て
線
や

木
の
デ
コ
ボ
コ
を
工
夫
し
て
か
い
た
こ
と
で
す
。
家
族
に
受
賞
を
伝
え
た
ら
、﹁
木
の
み
き
の

表
面
を
上
手
に
描
い
て
あ
っ
て
、
色
も
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
て
と
て
も
す
ご
い
と
思
っ
た
よ
﹂

と
お
母
さ
ん
に
褒
め
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

　１月19日（金）に、「関川中学校区いじめ見逃し

ゼロプロジェクト」全校集会を開催しました。今

回は「関川村教育フォーラム」を同日開催とし、

小学５・６年生そしてフォーラムの参加者の皆様

にも、グループで行う課題解決のための話し合い

活動に取り組んでいただきました。

　自主制作動画を視聴後、「動画のクラスの生徒

たちは、この後、どうすればいいのか」について

グループごとに話し合いを進めました。①同じ学

年・学級のグループで話し合う、②別のグループ

に行き、①で話し合った内容を伝え、さらに課題

解決の方法を話し合いました。③①のグループに

戻り、②で話し合った内容を報告し、参考になる

意見等を付け加えてました。このプロセスにより、

多面的・多角的な考えに深化しました。また、充

実した異年齢の交流を図ることができました。

　動画のクラスの「いじめ」とも受け取れる行為

を、どのように解決・収束させればいいのか、

様々な方法や道筋が示されました。「いじめ」解

決のための様々な選択肢を知ることが、現実の生

活で生きていきます。「いじめ」を知り、理解す

るということから始めることが重要です。そして

活用力・実行力まで高めていく実践・取り組みを

不断に続けていく。このことを再認識する全校集

会となりました。

　３月の半ば過ぎには、１・２年生が来年度の生

徒会活動を通じた学校づくりについて考える機会

を設ける予定です。解決すべき課題を洗い出し、

そのための取り組みについて考えていきます。来

年度も「いじめ見逃しゼロ」の学校づくりに向け

て、全校生徒で取り組んでいきます。地域の皆様

からも、ご理解とご協力をどうぞよろしくお願い

いたします。

【いじめ見逃しゼロプロジェクト集会】

渡
　
邉
　
颯
　
斗

︵
関
川
小
４
年
・
上
関
︶

佐　藤　優　衣
（関川小４年・朴坂）

須　貝　萊　亜
（関川小４年・高田）

奨 励 賞

ゆ　　　い

らい　　 あ

り
ゅ
う
　
　
と
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

健康相談先：住民福祉課健康介護班　保健師☎６４－１４７２、地域包括支援センター☎６４－１４７３

３月は自殺対策強化月間です　～ みんなで守る 新潟のいのち ～
●平成29年３月に県は「自殺対策計画」を策定し、県民運動として、予防と１人で悩まず、まず相

　談する大切さを呼びかけています。村では平成30年度の自殺対策計画策定に向け、村民の皆様に

　進捗状況やアンケート結果等の報告を行い、検討していきたいと考えております。今後ともご理

　解・ご協力をお願いします。

　　〜県の調査では、アルコール消費量の多い県は、高齢男性の自殺率が高い傾向を示唆〜

⇒村の特定健診問診から、男性は休肝日が少なく、適量以上の飲酒習慣をもつ人の割合が県より高

　かったです。多量飲酒は健康問題や眠りの質低下を招くリスクがあります。

　特に定年後の男性は、健康を管理・維持するライフスタイルの持ち方が大切です。

〜相談窓口〜　■村や保健所は、健康相談の窓口です。

　早めの相談や治療が大切です。一人で抱え込まず、ご相談ください。

　村では精神疾患医療費助成制度（通院・入院費）や専門相談機関の紹介、訪問・同行等ができます。

　■村上保健所　☎（0254）53−8369　精神保健福祉相談員

　■新潟県こころの相談ダイヤル（毎日24時間）

　■下越地域いのちとこころの支援センター（新発田地域振興局内）☎（0254）28−8880

　■新潟県精神保健福祉センター（ひきこもり相談ダイヤル）☎（025）284−1001

　■下越地域若者サポートステーション（村上常設サテライト）☎（0254）50−1553

　　　就労自立支援の一つで、15〜39歳の就職について悩みをもつ方（若年無業者）とその家族を対

　　象にサポートを行っています。利用は無料です。

■3月11日（日） ふれあい福祉健康フェア　　〜ぜひご来場ください！〜

　　　　　　　　　　「こころと体の健康コーナー」（無料）

　●個別健康相談　 ●歯っぴ〜コーナー 　●ヘルシー試食　●体験（ベビー人形抱っこ、福祉体験）

　●各種測定（足指の力、喫煙者の呼気濃度、アルコールへの体質、ストレス度）など他多数！

　※３月１日全戸配布チラシをご覧ください。（「エンジョイ！生涯楽習広場」と共催）

●定期予防接種について●
対象となる時期のうちに接種しましょう。※対象を過ぎると、自費での接種となります。

★注意サイン：・眠れない　・孤立感を抱えている　・疲れ過ぎや体の不調 　・食欲がない

・不安になる問題を一人で抱え込む　・飲酒のトラブル　・人間関係のストレスで感情が敏感等

県自殺予防キャンペーン特設サイト
http://mimamorin.jp（今月末まで）
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川
崎
病
の
流
行
？

県
立
坂
町
病
院

小
児
科
　
今

田

研

生

　
年
末
年
始
に
か
け
て
、
当
院
で

は
川
崎
病
の
患
児
を
相
次
い
で
入

院
加
療
し
ま
し
た
。
近
年
新
潟
県

で
は
患
者
数
が
若
干
増
加
傾
向
と

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
当
院
で
は

あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
症
例
が
続
い
た
こ

と
で
実
感
し
ま
し
た
。

　
川
崎
病
は
昭
和
42
年
に
日
本
の

川
崎
富
作
医
師
に
よ
り
初
め
て
報

告
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
名
が
付
い

て
お
り
、
主
に
４
歳
以
下
の
乳
幼

児
に
多
い
原
因
不
明
の
全
身
の
血

管
炎
で
す
。
心
臓
を
栄
養
し
て
い

る
冠
動
脈
に
炎
症
が
及
ぶ
と
瘤
が

で
き
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
瘤
の

中
に
血
液
の
塊
で
あ
る
血
栓
が
で

き
て
血
液
が
流
れ
な
く
な
る
と
急

性
心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
合
併
症
と
し
て
の

心
筋
梗
塞
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、
川
崎
病
で
最
も
重

要
で
す
。

　
つ
ま
り
、
川
崎
病
治
療
の
最
大

の
目
的
は
急
性
期
の
冠
動
脈
瘤
の

発
生
予
防
で
す
。
こ
の
う
ち
、
ア

ス
ピ
リ
ン
療
法
は
血
小
板
機
能
を

抑
制
し
て
血
栓
が
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
基
本
的
な
治
療
法
で
す
。

も
う
一
つ
が
、
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン

療
法
で
ヒ
ト
の
血
液
か
ら
作
ら
れ

る
抗
体
成
分
の
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ

ン
を
精
製
し
た
製
剤
を
点
滴
静
注

で
投
与
す
る
治
療
法
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
全
身
の
炎
症
を
抑
え
る
こ

と
で
、
ア
ス
ピ
リ
ン
単
独
で
の
治

療
よ
り
も
冠
動
脈
瘤
の
で
き
る
危

険
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
抗
炎
症
作

用
の
あ
る
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド

剤
を
併
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
川
崎
病
は
、
六
つ
の
主
要
症
状

の
う
ち
五
つ
以
上
が
認
め
ら
れ
る

か
、
あ
る
い
は
四
つ
し
か
認
め
ら

れ
な
く
て
も
心
エ
コ
ー
検
査
で
冠

動
脈
瘤
が
認
め
ら
れ
る
と
川
崎
病

と
診
断
す
る
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
主
要
症
状
は
一
度

に
出
現
す
る
こ
と
は
稀
で
、
時
間

の
経
過
に
従
っ
て
次
々
に
症
状
が

現
れ
て
、
よ
う
や
く
川
崎
病
と
診

断
が
つ
く
こ
と
が
多
い
で
す
。
で

す
か
ら
、
症
状
が
揃
わ
な
い
う
ち

に
川
崎
病
を
疑
っ
て
、
注
意
深
く

経
過
を
観
察
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
診
断
が
遅
れ
る
と
治
療
の
開

始
も
遅
く
な
り
、
冠
動
脈
瘤
の
発

生
す
る
危
険
を
増
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
今
回
の
２
例
は
年
末
年
始
の

診
療
体
制
の
脆
弱
な
時
期
に
当
た

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
早
期
に

入
院
し
て
経
過
を
観
察
し
て
い
た

の
で
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
治
療

が
可
能
で
し
た
。
２
例
と
も
心
エ

コ
ー
検
査
で
は
幸
い
冠
動
脈
瘤
の

発
生
は
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
川
崎
病
は
前
述
の
よ
う
に
詳
し

い
原
因
は
不
明
で
す
が
、
あ
る
時

期
あ
る
地
域
に
流
行
す
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
注
意
し
て

診
療
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
　
　
　

☎
６
２
︱

３
１
１
１

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

155

　
ぜ
ひ
、
大
勢
の
み
な
さ
ん
か

ら
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
に
託

す
夢
や
、
選
手
へ
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
日
時
　
３
月
11
日
︵
日
︶

・
時
間
　
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

・
場
所
　
村
民
会
館
ア
リ
ー
ナ

※
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
生
涯
楽
習
広

　
場
＆
ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康
フ

　
ェ
ア
会
場
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
総
務
班

　
　
☎
６
４
‐
１
４
７
６

「
夢
を
力
に
２
０
１
８
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
史
上
最
大
の
応
援
フ
ラ
ッ
グ
を
作
成
し
よ
う
！

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
日

　
公
益
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
全
国
各
地
で
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
︵
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
︶
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

巨
大
応
援
旗
﹁
夢
を
力
に
２
０
１
８
フ
ラ
ッ
グ
﹂︵
縦
56
ｍ
、
横
96
ｍ
︶

に
書
き
込
ん
で
、
５
月
30
日
開
催
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
壮
行
試
合
で
行

な
う

”日
本
史
上
最
大
の
応
援
“
で
掲
出
し
ま
す
。

　
日
本
サ
ッ
カ
ー
を
応
援
す
る
自
治
体
連
盟
に
加
盟
す
る
関
川
村
で
も
、

左
記
の
会
場
で
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
、
フ
ラ
ッ
グ
の
作
成
を
行

い
ま
す
。

巨大応援フラッグの関川村応援スペース



14広報せきかわ　2018・３月号

　
３
月
11
日
、
村
民
会
館
ア
リ
ー

ナ
を
会
場
に
﹁
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
生

涯
楽
習
広
場
＆
ふ
れ
あ
い
福
祉
健

康
フ
ェ
ア
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
時
間
　
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
13
時
30
分
ま
で

●
会
場
　
村
民
会
館
ア
リ
ー
ナ

☎ 6 4 − 2 1 3 4

3月11日　
エンジョイ！生涯楽習広場
＆ふれあい福祉健康フェア

　
当
日
は
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
や
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、
射

的
な
ど
の
祭
り
の
縁
日
が
体
験
で

き
る
﹁
屋
台
村
コ
ー
ナ
ー
﹂
が
準

備
さ
れ
、
気
軽
に
楽
し
く
、
夢
中

に
な
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

準
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
他

に
も
、
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に

よ
る
人
権
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
さ
れ
、
人
Ｋ

Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
と
あ

ゆ
み
ち
ゃ
ん
も
や
っ

て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
福

祉
健
康
フ
ェ
ア
も
開

催
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
が
準
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
３
月

11
日
は
、
福
祉
に
ふ

れ
て
、
健
康
を
考
え

な
が
ら
、
村
民
会
館

ア
リ
ー
ナ
で
エ
ン
ジ

ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
！

◀
人
権
標
語
展
示
や
紙
芝
居
も
実
施

高田〜沢〜女川 方面 ………………

大島〜片貝〜大石 方面 ……

毎週水曜日がお休みです。平日は、13時〜17時30分まで、土・日・祝は、９時〜17時まで開館しています。

「ノラネコぐんだんそらをとぶ」
工藤ノリコ

「婚約迷走中  パンとスープとネコ日和」
群　ようこ

　いつでも婚約破棄する準備あり〜。
　滋味深いスープと美味しいサンドイッチのお店
をマイペースで営むアキコと相棒のしまちゃん。
　仕事熱心なしまちゃんだが、婚約者・シオちゃ
んにはつれない態度…。ロングセラー「パンとス
ープとネコ日和」待望の第４弾！

　今回は飛行場にあらわれたノラネコぐ
んだん。かっこいいね、のりたいね、と
飛行機にしのび込んでレバーをガッチャ
ン！無事とびたったものの、燃料が入っ
ていなくて…！？
　大人気絵本シリーズ第４弾！

10（土）

4（日）17（土）

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

参加してくれたこどもたちにはかわいいシールをプレゼント！

17日は17日は おはなしのかいおはなしのかい
毎月第３土曜日です

ブルーベリーの皆さんが贈る、ステキなおはなし

の世界…。ろうそくを使っての演出が幻想的です。

家族みんなでの参加も大歓迎！無料です！

村民会館図書室

この本よんで！！ 今月の１冊

　　今年の雪には参りましたね。早く春が来てほしいものです。新刊入りました。図書室に足を運ん

　でみてはいかがでしょうか。
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五
十
嵐
　
僚
さ
ん

︵
上
川
口
︶

　２月に行われた「雪ほたる・おおいしども

んこ祭り」に参加した五十嵐僚さんに話を聞

きました。

−七ヶ谷の魅力は？

　生まれてからずっと上川口で暮しています。

自然があふれていて、地域の人がまとまって

いるところが好きです。夏は運動会、秋は駅

伝大会、冬は雪ほたるにどもんこ祭りなど、

活気を感じています。また、IVUSAの学生が

来た時に、みんなフレンドリーに接している

地域の人たちの人柄も好きです。

−IVUSAの話がでましたが、どう感じていま

　すか？

　地域に若い人が少ないので、IVUSAの学生

が毎年来てくれるは、活気があふれるのでう

れしいです。名前も覚えてもらって、良い関

係が築けていると思います。

−今、夢中になっているものはありますか？

　夢中というわけではありませんが、酒を飲

むことです。仕事上、毎晩飲むことはできま

せんが、それを楽しみに日々がんばっていま

す。仲間と飲むとより一層楽しいし、酒もお

いしいですね。

−これから関川村に望むことは？

　村の若い人たちが、他人ごとに思わないで

村や地域を盛り上げていけるような環境にな

れば良いなと思います。新しい体制になった

村が、今まで以上に若い人が活躍できるよう

な村であって欲しいです。

178

■
期
日
　
１
月
13
日

■
会
場
　
山
形
県
小
国
町

　
　
　
　
町
民
総
合
体
育
館
ほ
か

■
成
績

▽
第
２
位
　
関
川
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

大
会
結
果

＊
敬
称
略

第
11
回
白
い
森

小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

第
43
回

荒
川
地
区
卓
球
大
会

第
30
回

　
囲
碁
将
棋
大
会

　このたび、東北電力（株）村上営業所から、ＬＥ

Ｄ街路灯10基が寄贈されました。街路灯は、社会

貢献活動の一環として、交通事故や犯罪のない明

るい街づくりに協力しようと、昭和40年から同社

が市町村に贈っているものです。

　ありがとうございました。

東北電力㈱村上営業所から
LED街路灯の寄贈

▲加藤弘村長に目録を手渡す東北電力（株）
　村上営業所の斎藤和也所長（写真右）

■
期
日
　
１
月
13
日

■
会
場
　
荒
川
総
合
体
育
館

■
成
績

―
中
学
生
男
子
の
部
―

▽
第
１
位
　
荒
木
桜
輔

　
　
　
　
　
　
︵
２
年
・
下
関
︶

▽
第
２
位
　
須
貝
大
也
　

　
　
　
　
　
　
︵
２
年
・
下
関
︶

■
期
日
　
２
月
11
日

■
会
場
　
村
民
会
館
休
養
室

■
成
績
　

―
将
棋
の
部
︵
平
手
対
局
︶
―

︻
Ａ
の
部
︼

▽
第
１
位
　
中
束
光
久
︵
下
関
︶

▽
第
２
位
　
中
村
　
豊
︵
上
関
︶

▽
第
３
位
　
山
口
一
男
︵
上
土
沢
︶

︻
Ｂ
の
部
︼

▽
第
１
位
　
八
幡
初
男
︵
八
ツ
口
︶

▽
第
２
位
　
伊
藤
武
雄
︵
下
関
︶

▽
第
３
位
　
船
山
益
男
︵
勝
蔵
︶

―
囲
碁
の
部

　
　
　
︵
ハ
ン
デ
ィ
対
局
︶
―

▽
第
１
位
　
大
沼
剛
一

　
　
　
　
　
︵
上
土
沢
・
六
段
︶

▽
第
２
位
　
近
　
　
明

　
　
　
　
　
︵
蕨
野
・
四
段
︶

▽
第
３
位
　

橋
一
裕

　
　
　
　
　
︵
上
土
沢
・
一
級
︶

▲２位に輝いた関川ジュニアバレーボールクラブ
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168

関川村食生活改善推進員 の皆さん

・ひじき（乾）　　６g 　・貝割れ大根　20g 

・キャベツ　200g　 ・ハム　40g 

【Ａ】ごま油　　　小さじ１

　　　酢　　　　　小さじ１強 

　　　練りからし　少々 

　　　塩　　　　　小さじ1/3弱 

　　　しょうゆ　　小さじ１

① ひじき（乾）は水で戻し、よく水気を絞る。 

② キャベツとハムはせん切りにする。 

⑤ 器にキャベツを入れてラップをかけて電子レンジで

　 加熱する（または鍋に湯を沸しゆでる）。

③ ボウルに【Ａ】と①〜②の具材を入れて冷蔵庫に保

　 存し、味をなじませる。

（４人分）

村
な
か
は
桜
の
園
と
紛
う
ほ
ど
に
　
　
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子

　
霧
氷
煌
め
く
如
月
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
上
関
︶

短

　

歌

川

柳

・

俳

句

俳
　
句

　
不
忍
に 

集
る
鴨 

美
人
な
り

　
不
忍
に 

集
る
鴨  

え
さ
さ
が
し

　
不
忍
に 

羽
休
め
お
り 

鴨
の
む
れ

　
は
す
の
花 

不
忍
池
に 

美
を
求
め

　
蓋
あ
け
て 

越
後
棒
鱈 

届
け
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
一
正
︵
東
京
都
︶

し
の
ば
つ

し
の
ば
つ
い
け
　
　
　
び
　
　
も
と

か
も
め

は
ね
や
す

び

じ
ん

ひじきのサラダ
１食分の適量の副菜をとれる１品です。 

からしのアクセントでおいしくいただけます。

酔
う
ほ
ど
に
声
高
と
な
り
忘
年
会
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

年
明
け
に
平
和
で
あ
る
よ
う
神
頼
み
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

再
会
を
約
す
賀
状
も
三
年
目
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

老
い
し
身
を
労
わ
り
く
る
る
寒
の
入
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

関

川

俳

句

の

会

作

品
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寒
波
走
る
日
本
列
島
荒
れ
狂
う
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵

脳
味
噌
の
在
庫
が
減
っ
て
行
く
焦
り
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵

十
人
十
色
自
分
の
色
で
い
い
じ
ゃ
な
い
　
　
　
　

平
田
　
千
恵

人
住
ま
ぬ
家
に
さ
び
し
く
寒
椿
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

枝
ご
と
に
形
を
か
え
て
雪
の
花
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

◆
冬
の
活
動
の
ご
報
告

　

２
月
３
日
か
ら
13
日
に
か
け

て
今
年
も
３
つ
の
活
動
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は

新
た
な
活
動
が
あ
り
、
今
ま
で

に
な
い
経
験
が
得
ら
れ
た
冬
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
３
つ
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
報
告
し

て
い
き
ま
す
。

◎
七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り

　

集
落
ご
と
の
雪
像
作
り
や
雪

灯
ろ
う
作
り
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
雪
ほ
た
る
カ
フ
ェ
で
は
来

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
お
話
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
大
石
ど
も
ん
こ
ま
つ
り

　

お
ま
つ
り
前
日
の
ど
も
ん
こ

作
り
の
他
に
、
当
日
は
学
生
が

企
画
し
た
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
カ
フ
ェ

や
雪
上
運
動
会
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
活
気
が

溢
れ
て
い
て
私
た
ち
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。

◎
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

﹁
大
同
窓
会
﹂
と
名
付
け
た

交
流
会
で
は
、
学
生
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
、
村
の
方
々
と
で
今
後
の

関
川
村
の
可
能
性
を
考
え
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
各
集
落
に
分
か
れ

て
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
紹
介
や
ニ
ー

ズ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

普
段
の
交
流
会
で
は
聞
け
な

い
よ
う
な
よ
り
深
い
お
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
て
、
貴
重
な
体

験
で
し
た
。

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

☆
今
月
の
せ
き
か
わ
っ
こ
☆

︿
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹀

◎
名
前
…
森
田
梨
那

　
　
　

︵
龍
谷
大
学
２
年
︶

◎
出
身
地
…
和
歌
山
県

◎
参
加
し
た
︵
参
加
す
る
︶

　

お
祭
り
︵
２
０
１
６
・
２
０
１
７
︶

　

え
ち
ご
せ
き
か
わ
雪
ま
つ
り

　

七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
︵
２
月
︶

◎
関
川
村
に
ラ
ブ
レ
タ
ー
…

　

関
川
村
に
帰
っ
て
く
る
と
、

い
つ
も
﹁
お
か
え
り
﹂
と
笑
顔

で
迎
え
入
れ
て
く
れ
て
、
と
て

も
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

初
め
て
出
会
っ
た
方
で
も
、
家

族
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
話
し
か

け
て
く
れ
る
関
川
村
の
皆
さ
ん

が
大
好
き
で
す
。
も
っ
と
も
っ

と
関
川
村
の
魅
力
を
知
り
た
い

し
、
お
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
！

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
﹁
雑
詠
﹂

◆
次
回
予
告

　

つ
い
に
、
今
年
度
担
当
者
の
最

後
の
回
に
な
り
ま
す
・
・
・
。

　このたび、関川村長を４期16年務められ、昨

年12月に退任された平田大六さんに、全国町村

会から自治功労者表彰が贈られました。

　平田さんは、平成13年12月24日から16年の永

きにわたり、村長の重責にあって町村自治の振

興発展に貢献されました。

　表彰おめでとうございました。

平田大六さん（小見）に
自治功労者表彰



N
o. 6

8
3
／

３
月

号

平
成

3
0
年

３
月

１
日

発
行

18

広
報
せ
き
か
わ

ここスタの「ざだんかい」（Ｐ８）の
会場で紹介されていた本で、「アサー
ション」という言葉を知りました。「自
分も相手も大切にする自己表現」とい
う意味だそうです。私の感じるところ
ですが、「自分を大切にする」というこ
とができないでいる人は結構多いので
はないでしょうか。自分も相手も大切
にするコミュニケーションができるよ
うになりたいものですね。
　３月ですが、まだまだ雪遊びが楽し
めます。雪と楽しみながら春を待ちま
しょう。（と）

平成30年１月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,939世帯（−２）
総 人 口　　5,815 人（−７）
　 男 　　　2,790 人（−１）
　 女 　　　3,025 人（−６）

●１月16日〜２月15日までの届出●

転入　２人　　転出　６人

出生　４人　　死亡　７人（　　　　　　　　）

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

編集室から

人 の 動 き

　関川中バレーボール部でキャプテンを務めて
いる渡邉紗玖良さん（２年・下関）を紹介します！

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち vol.76

　チームのキャプテンに立候補するやる気の持ち主
が笑顔でチームをまとめます。試合で勝つことが楽
しいという紗玖良さんは、ライバルチームに勝って
優勝を決めた郡市新人大会で涙をながして喜んだそ
うです。勝負の楽しさを知る元気なキャプテンが緊
張感ある練習を明るく盛り上げていました。

　やるべきことをしっかり把握して
いて、みんなを引っ張ってくれる頼
れる、おもしろいキャプテンです。

チームメイトの橋彩季さん
（上土沢）さんからみた紗玖良
さんは？

　ボールコントロールが良く、
頼りになるエースアタッカー。
得意のバックアタックでチーム
を盛りあげてください。
　「めざせ県大会！」

顧問の中西正夫先生から
紗玖良さんへ

　子どもたちを笑顔にしてあげら
れるような保育士になりたい。

将来の夢は？

目標は郡市大会優勝！

そして県大会に出場する
目標は郡市大会優勝！

そして県大会に出場する

う　　　た

あか　　 り

ごめい福をお祈りいたします

渡邉　典子　さん　　80歳　　上　関

河内　セツ　さん　　76歳　　大　石

渡邉　タミ　さん　　85歳　　打　上

近　　美智　さん　　92歳　　宮　前

佐藤　　昌　さん　　91歳　　下　関

中束　イツ　さん　　91歳　　中　束

平田ミノリ　さん　　77歳　　小　見

渡邉　　龍　さん　　87歳　　下　関

お誕生おめでとうございます

優　汰ちゃん（男）　大　島

　　　　　　橋　正之・さやかさん

明　里ちゃん（女）　若　山

　　　　　　佐藤　良太・佳緒里さん

　体を動かすことが好きな颯斗と聖斗。逆に苦手な瑞帆と昭斗。

時々喧嘩もするけれど、仲の良い４人です。

　いつまでも姉弟仲良く、健やかに成長していってほしいです。

渡邉　健さん　智美さん（上関）

瑞 帆ちゃん（11歳）

颯 斗くん（10歳）

昭 斗くん（８歳）

聖 斗くん（６歳）

みず　 ほ

りゅう　 と

あき　　と

まさ　　と
たける とも　み


